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要   約 

 ギンナンの早期収穫・出荷を図るために，早期収穫殻果の剥皮調製作業の効率化につな 

がる外種皮の軟化促進方法について検討し，次の結果を得た． 

１．殻果は，９月 10 日頃より黄化を開始し，９月下旬より殻果重の減少と共に黄化が急速 

  に進んだ． 

２．水浸漬による殻果の軟化促進効果は，黄化開始直後の未熟殻果に対しては低かったが， 

  黄化が急速に進む 10 月初旬の殻果に対しては高く，この時期が早期収穫の目安と考え 

  られた． 

３．外種皮への付傷と殻果の水浸漬は同程度の軟化促進効果を示し，両処理を組み合わせ 

  ると，さらにその効果が高まった． 

４．殻果を 25～30℃の温水に浸漬すると，18℃程度の水に浸漬するよりも高い軟化効果が 

  認められた．特に 30℃の温水でその効果が高かった． 

５．外種皮への付傷と温水浸漬を組み合わせると，30℃の温水では中種皮の変色がみられ 

 たが，25℃では変色もなく，著しく高い軟化効果が認められた．また，水温が上昇す 

 る温室内で付傷殻果を水浸漬することは，簡易な軟化促進法と考えられた． 
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